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第 2 章では， CoTi 単結晶の室温での疲労変形挙動，特に活動すべり系の変化と疲労硬化挙動および破壊，疲労寿
命との相関関係を調べると共に，透過電子顕微鏡による変形微細組織の観察により，この化合物の室温での疲労変形
機構を明らかにしている。
第 3 章では， CoTi 単結晶の疲労硬化，破壊形態，転位組織，疲労寿命の変形温度依存性を調べ，降伏応力の温度
依存性，すなわち異常強化現象と比較しつつ，高温における CoTi の疲労特性を明らかにしている。
第 4 章では， CoTi 単結晶の疲労特性に及ぼすAl添加の影響を調べ，少量の Al の添加が，強度ならびに高温での
疲労特性の改善に非常に有効であるとの結果を得ている o
第 5 章では， CoZr 単結晶を用い，その高温変形挙動を調べると共に，活動すべり系，変形能の変化が，疲労硬化
挙動に及ぼす影響を明らかにしている。





労変形挙動が極めて重要である。本論文は B 2 型金属間化合物 CoTi， CoTi -Al, CoZr 単結晶および FeAl 多結晶の





(1) CoTi 単結晶の変形は{1l0} (001) すべりで支配されるo この金属間化合物の室温における疲労硬化挙動は，
活動すべり系と密接な関係があり， 2 次すべり系の活性化に伴って著しく硬化が促進され，また局部的に高密
度に集積した転位が， クラックの発生をもたらし，疲労寿命が低下する。





(3) CoTi への Al 添加によって，すべり系は変化しないが，いずれの変形温度においても著しく強化が起こる。高
温の疲労強度はAl添加により改善されるが，その破壊は極めて脆性的となる。これら金属間化合物の高温疲
労強度は，必ずしも降伏応力の温度依存性と対応せず，むしろその加工硬化挙動と密接な関係があるO





以上のように，本論文は， B 2 型金属間化合物の疲労と破壊現象を，転位運動と変形微細組織といった，微視的立
場から綿密に調べ，疲労寿命と異常強化現象との関係，疲労変形機構等を明らかにすると共に，耐熱性金属間化合物
開発への基礎的知見を与えている O これらの成果は，材料物性工学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める o
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